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で
は
誰
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
。
赤
字
で
ず
ら
り
そ
の
名
が
並
ぶ
白
地

の
表
紙
カ
バ
ー
に
誘
わ
れ
（
裏
面
は
写
真
も
載
っ
て
い
る
）、
本
論
で
あ

る
一
五
名
へ
の
考
察
を
順
次
紹
介
し
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
い
。

そ
れ
に
あ
た
り
最
初
に
気
づ
く
の
が
、
本
書
に
は
第
何
章
、
と
い
う
章
の

数
字
が
付
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
便
宜
的
に
①
〜
⑮
の
数
字
を
付
し

て
、
中
身
に
入
っ
て
い
こ
う
。

　

①
末
木
文
美
士
「
家
永
三
郎
―
戦
後
仏
教
史
学
の
出
発
点
と
し
て
の
否

定
の
論
理
」。
周
知
の
通
り
、
戦
後
の
史
学
史
上
で
、
家
永
は
教
科
書
裁

判
の
主
人
公
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
だ
が
①
で
の
注
目
は
、
も

っ
ぱ
ら
『
日
本
思
想
史
に
於
け
る
否
定
の
論
理
の
発
達
』（
一
九
四
〇
年
）

に
向
け
ら
れ
る
。
末
木
に
よ
れ
ば
、
中
世
を
暗
黒
と
み
る
理
解
を
退
け
西

洋
中
世
哲
学
を
再
評
価
し
た
家
永
は
、
そ
れ
を
日
本
中
世
に
重
ね
合
わ
せ

る
大
胆
な
挑
戦
を
同
書
で
行
い
、
現
世
否
定
の
側
面
を
浄
土
教
に
見
い
だ

そ
う
と
し
た
。
戒
律
否
定
や
「
人
間
の
罪
業
の
自
覚
」
と
い
う
、
一
見
現

世
肯
定
に
も
思
え
る
親
鸞
の
営
為
こ
そ
が
「
否
定
の
論
理
」
の
究
極
形
で

あ
っ
て
、
こ
こ
に
戦
後
の
近
代
主
義
的
な
鎌
倉
新
仏
教
評
価
と
は
全
く
異

な
る
可
能
性
を
備
え
て
い
た
、
と
の
評
が
下
さ
れ
る
。
末
木
は
最
後
に
、

「
戦
前
・
戦
中
の
思
想
の
持
つ
豊
か
さ
を
読
み
直
す
こ
と
」（
四
五
頁
）
か

ら
戦
後
を
照
射
せ
よ
と
提
言
す
る
。
思
想
の
豊
か
さ
を
見
極
め
る
に
は
、

個
々
の
思
想
主
体
が
戦
中
・
戦
後
の
現
実
社
会
に
対
し
ど
う
認
識
し
た
か

を
直
視
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
手
続
き
に
、
ど
こ
か
も
ど

か
し
さ
を
覚
え
て
い
る
よ
う
に
も
映
っ
た
。

　

②
桐
原
健
真
「
服
部
之
総
―
「
生
得
の
因
縁
」
と
戦
後
親
鸞
論
の
出
発

点
」。
い
わ
ゆ
る
講
座
派
の
代
表
格
で
あ
る
マ
ル
キ
ス
ト
・
服
部
は
、
今

で
は
明
治
維
新
研
究
史
上
の
人
物
と
扱
わ
れ
る
ば
か
り
だ
が
、
真
宗
寺
院

オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ
編

『
戦
後
歴
史
学
と
日
本
仏
教
』

法
藏
館　

二
〇
一
六
年
一
一
月
刊

Ａ
５

判　

三
八
一
頁　

三
八
〇
〇
円
＋
税

谷　

川　
　
　

穣

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後
に
日
本
の
仏
教
に
つ
い
て
多
く
を
論
じ
た
、

代
表
的
な
一
五
名
の
学
者
を
対
象
に
据
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
知
の
あ
り

よ
う
を
紹
介
・
考
察
し
た
列
伝
。
本
書
の
内
容
を
簡
潔
に
言
え
と
迫
ら
れ

た
ら
、
そ
う
答
え
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
「
列
伝
」
の

叙
述
は
、
よ
く
見
れ
ば
一
様
で
は
な
い
。
あ
る
者
は
史
学
史
を
意
識
し
つ

つ
、
あ
る
者
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
生
涯
を
た
ど
る
評
伝
風
に
、
ま
た
あ
る
者

は
自
己
を
そ
の
学
統
に
位
置
づ
け
つ
つ
論
じ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

「
戦
後
歴
史
学
」
の
語
の
含
意
も
ま
た
、
人
そ
れ
ぞ
れ
な
よ
う
で
あ
る
。

編
者
ク
ラ
ウ
タ
ウ
は
序
文
に
お
い
て
、
歴
史
叙
述
の
主
体
は
「
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
史
学
」
の
内
部
ど
こ
ろ
か
、「
学
問
の
世
界
に
と
ど
ま
る
問
題
で
す

ら
な
い
」
と
し
た
う
え
で
、「「
戦
後
歴
史
学
」
を
広
く
捉
え
、
多
角
的
な

側
面
か
ら
「
日
本
仏
教
」
に
ま
つ
わ
る
「
過
去
」
の
再
構
築
に
取
り
組
ん

だ
よ
う
な
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
焦
点
を
当
て
る
」（
一
〇
頁
）
こ
と
を
、
本

書
の
課
題
と
し
て
掲
げ
る
。
狭
義
の
歴
史
学
者
以
外
に
も
視
野
を
広
げ

た
、
戦
後
日
本
仏
教
研
究
の
パ
ノ
ラ
マ
が
志
向
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ

い
。
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判
さ
れ
る
日
が
や
っ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
」（
九
六
頁
）
と
述
べ
稿
を
閉

じ
る
平
の
覚
悟
に
、
息
を
呑
む
。

　

④
林
淳
「
圭
室
諦
成
―
社
会
経
済
史
の
日
本
宗
教
研
究
」。
熊
本
の
真

宗
寺
院
に
生
ま
れ
、
辻
善
之
助
に
師
事
し
た
圭
室
は
、
一
九
三
〇
年
代
に

社
会
経
済
史
的
な
日
本
仏
教
史
に
取
り
組
み
、
六
〇
年
代
に
日
本
仏
教
史

研
究
を
再
開
、
民
俗
学
や
宗
教
学
な
ど
の
成
果
も
吸
収
し
た
『
葬
式
仏

教
』（
六
三
年
）
を
上
梓
す
る
。
師
と
異
な
り
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
を

方
法
論
に
携
え
世
に
出
た
圭
室
に
は
、
歴
史
的
必
然
性
を
無
視
し
て
「
祖

師
へ
か
え
れ
」
と
い
う
（
平
泉
澄
に
も
通
底
す
る
）
非
歴
史
的
思
考
法
を

退
け
る
態
度
が
、
戦
後
の
同
書
に
ま
で
貫
か
れ
て
い
る
と
林
は
評
す
る
。

同
書
を
葬
式
仏
教
批
判
と
み
た
黒
田
俊
雄
の
誤
読
を
指
摘
す
る
点
も
興
味

深
い
。
個
人
的
に
は
、『
廃
仏
毀
釈
』（
三
九
年
）
に
関
し
て
、
廃
仏
毀
釈

の
あ
と
に
辻
が
僧
侶
の
覚
醒
を
見
い
だ
す
の
に
対
し
、
圭
室
は
上
知
令
が

到
来
す
る
点
に
注
目
し
た
と
い
う
指
摘
に
深
く
納
得
し
た
。
明
治
以
降
の

仏
教
史
を
、
思
想
研
究
や
知
識
人
論
に
と
ど
め
ぬ
場
合
、
改
め
て
圭
室
の

重
要
性
が
浮
上
す
る
と
思
わ
さ
れ
る
。

　

⑤
大
澤
広
嗣
「
古
田
紹
欽
―
大
拙
に
近
侍
し
た
禅
学
者
」。
鈴
木
大
拙

の
禅
風
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、
松
ヶ
岡
文
庫
長
も
長
ら
く
務
め
た
古
田
の

生
涯
。
花
園
中
学
校
で
仏
教
に
目
覚
め
、
東
京
帝
大
印
哲
梵
文
学
科
で
文

献
学
を
修
め
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
で
日
本
文
化
研
究
へ
の
視
点
を
養

い
、
大
東
出
版
社
よ
り
『
国
訳
一
切
経
』
下
訳
で
原
稿
料
を
得
る
な
ど
、

一
九
三
七
年
に
大
拙
に
出
会
う
ま
で
の
軌
跡
を
逐
一
追
う
。
そ
し
て
古
田

の
学
風
は
特
定
宗
派
を
超
え
た
「
禅
学
」
志
向
で
、
研
究
が
手
薄
な
江
戸

時
代
、
ま
た
大
拙
が
あ
ま
り
触
れ
な
か
っ
た
曹
洞
禅
に
注
目
を
向
け
た
と

評
す
る
。『
正
法
眼
蔵
』
を
宗
学
か
ら
離
れ
て
学
術
的
に
検
討
し
た
業
績

の
出
身
で
も
あ
る
彼
は
、
戦
後
に
『
親
鸞
ノ
ー
ト
』（
四
八
年
）
な
ど
で

親
鸞
、
真
宗
教
団
に
つ
き
積
極
的
に
発
言
し
て
い
た
。
確
か
に
戦
前
の
服

部
は
、
宗
教
全
般
へ
沈
黙
を
守
っ
た
。
そ
の
態
度
は
、
論
敵
の
哲
学
者
・

三
木
清
が
昭
和
初
年
か
ら
一
貫
し
て
、
現
実
批
判
力
を
欠
く
と
仏
教
批
判

を
繰
り
返
し
た
の
に
比
べ
「
不
自
然
」
だ
っ
た
と
桐
原
は
言
う
。
だ
が
戦

後
は
一
転
、
そ
の
三
木
が
遺
し
た
親
鸞
論
を
高
く
評
価
し
、
親
鸞
を
護
国

思
想
家
と
持
ち
上
げ
た
真
宗
教
団
を
否
定
、
人
間
親
鸞
を
「
こ
の
世
の
お

浄
土
を
つ
く
る
」
存
在
と
し
て
教
団
か
ら
奪
還
・
復
活
さ
せ
る
べ
く
、

「
科
学
的
歴
史
的
研
究
」
の
対
象
に
据
え
て
い
っ
た
。
戦
後
に
劇
的
変
容

を
遂
げ
た
理
由
は
明
示
さ
れ
な
い
も
の
の
、
戦
後
歴
史
学
に
お
け
る
親
鸞

研
究
の
一
つ
の
型
を
提
供
し
た
服
部
親
鸞
論
が
、
三
木
を
テ
コ
に
生
成
さ

れ
た
様
子
が
鋭
く
描
か
れ
る
。

　

③
平
雅
行
「
井
上
光
貞
―
焼
け
跡
闇
市
世
代
の
歴
史
学
」。
井
上
馨
と

桂
太
郎
の
孫
に
生
ま
れ
西
洋
趣
味
の
家
風
で
育
っ
た
井
上
は
、
旧
制
高
校

時
代
の
大
病
を
機
に
名
門
の
出
た
る
自
己
へ
の
嫌
悪
を
抱
き
、
そ
の
嫌
悪

と
大
病
そ
し
て
軍
国
主
義
か
ら
の
解
放
と
し
て
、
戦
後
と
い
う
時
代
を
迎

え
る
。
そ
の
な
か
で
生
ま
れ
た
主
著
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』

（
五
六
年
）
は
、
浄
土
教
の
中
心
的
受
容
基
盤
を
没
落
す
る
中
下
級
貴
族

と
み
た
優
れ
た
浄
土
教
史
研
究
で
あ
り
、
彼
ら
貴
族
の
批
判
精
神
と
自
ら

と
を
重
ね
合
わ
せ
つ
つ
成
っ
た
、
敗
北
の
時
代
を
生
き
る
人
々
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
も
あ
っ
た
と
、
当
時
の
家
永
三
郎
か
ら
の
論
難
を
退
け
高
く
評

価
す
る
。
だ
が
同
時
に
、
同
書
は
過
剰
な
シ
ン
パ
シ
ー
ゆ
え
に
中
下
級
貴

族
の
実
態
を
見
落
と
し
、
さ
ら
に
宗
学
的
法
然
像
に
と
ら
わ
れ
て
い
た

と
、
厳
し
い
批
判
も
投
げ
か
け
る
。
歴
史
研
究
者
に
と
り
時
代
の
影
響
は

宿
命
的
で
あ
り
、
自
身
も
刻
印
さ
れ
た
時
代
の
影
と
と
も
に
「
厳
し
く
批
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つ
取
り
組
ま
れ
た
か
が
描
か
れ
る
。
戦
後
す
ぐ
は
農
民
闘
争
史
的
だ
っ
た

笠
原
の
一
向
一
揆
論
が
、
封
建
領
主
と
し
て
の
本
願
寺
教
団
論
へ
転
じ
、

『
親
鸞
と
東
国
農
民
』（
五
七
年
）
で
領
主
制
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
思
想
史

的
に
親
鸞
を
語
り
出
す
と
い
う
推
移
も
説
得
的
。「
戦
後
歴
史
学
と
の
葛

藤
」
を
へ
て
「
軸
足
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
実
証
主
義
史
学
へ
と
移
っ
て
い

く
」（
一
六
六
頁
）
と
い
う
記
述
や
、
六
〇
年
代
以
降
の
実
践
的
関
心
・

全
体
史
へ
の
意
志
を
「
戦
後
歴
史
学
の
ゆ
く
え
」
と
題
し
て
評
価
す
る
点

も
、（
笠
原
の
そ
れ
か
、
菊
地
の
そ
れ
か
は
わ
か
ら
な
い
が
）「
戦
後
歴
史

学
」
観
と
し
て
重
要
に
思
わ
れ
た
。

　

⑧
岩
田
真
美
「
森
龍
吉
―
仏
教
近
代
化
論
と
真
宗
思
想
史
研
究
」。
森

は
篤
信
の
門
徒
家
庭
出
身
で
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
影
響
を
う
け
つ
つ
、
親
鸞

や
本
願
寺
教
団
の
研
究
を
通
し
て
日
本
の
近
代
化
に
お
け
る
真
宗
の
役
割

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
社
会
学
者
で
あ
る
。
か
か
る
関
心
・
問
題
設

定
は
、
戦
後
に
日
本
仏
教
と
近
代
化
の
研
究
を
志
す
者
の
な
か
で
、
お
そ

ら
く
か
な
り
多
か
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
岩
田
は
森
が
一
九
七
〇

年
頃
に
従
来
の
研
究
方
法
へ
疑
問
を
抱
き
、
戦
後
の
親
鸞
論
の
定
式
化
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
、
領
域
横
断
的
な
親
鸞
研
究
、
真
宗
思
想
史
を
構
想
し
た

と
い
う
試
み
の
跡
に
も
注
意
を
喚
起
す
る
。
私
個
人
は
森
を
、
西
本
願
寺

教
団
組
織
の
近
代
史
に
こ
だ
わ
っ
た
研
究
者
と
し
て
し
か
認
識
し
て
こ
な

か
っ
た
。
だ
が
①
〜
③
と
⑦
、
さ
ら
に
⑨
⑪
⑬
⑮
な
ど
と
も
並
べ
て
、
戦

後
日
本
に
お
け
る
親
鸞
研
究
と
い
う
ア
リ
ー
ナ
の
広
さ
を
、
改
め
て
森
の

足
跡
か
ら
も
教
え
ら
れ
た
。

　

⑨
引
野
亨
輔
「
柏
原
祐
泉
―
自
律
的
信
仰
の
系
譜
を
た
ど
っ
て
」。
中

世
か
ら
近
現
代
ま
で
の
広
い
ス
パ
ン
を
扱
え
る
希
有
な
先
人
、
そ
れ
も
近

世
・
近
代
を
と
も
に
本
格
的
に
扱
っ
て
き
た
戦
後
の
研
究
者
は
、
柏
原
を

に
田
村
芳
朗
ら
が
絶
賛
し
た
こ
と
や
、
思
想
史
と
文
化
史
を
と
も
に
見
据

え
た
視
野
の
広
さ
を
強
調
す
る
な
ど
、
大
澤
は
終
始
肯
定
的
な
伝
記
に
徹

し
て
い
る
。
で
は
一
九
七
五
年
の
紫
綬
褒
章
も
含
め
た
あ
る
意
味
〈
順
風

満
帆
〉
に
描
か
れ
る
そ
の
軌
跡
は
、
戦
後
日
本
の
何
を
背
負
っ
た
姿
だ
っ

た
と
見
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

⑥
西
村
玲
「
中
村
元
―
東
方
人
文
主
義
の
日
本
思
想
史
」。
中
村
は
東

方
研
究
会
を
率
い
比
較
思
想
史
の
構
築
に
取
り
組
ん
だ
碩
学
と
し
て
知
ら

れ
る
も
の
の
、
彼
が
展
開
し
た
比
較
思
想
の
方
法
論
と
、
実
証
主
義
的
歴

史
学
と
が
「
実
質
的
な
連
携
の
な
い
ま
ま
乖
離
を
深
め
て
今
日
に
至
っ
て

い
る
」（
一
四
二
頁
）
と
い
う
構
図
は
確
か
に
あ
り
そ
う
だ
。
私
な
ど
も

近
代
化
論
的
な
思
想
史
と
敬
遠
し
が
ち
で
あ
る
。
だ
が
西
村
に
よ
れ
ば
、

『
近
世
日
本
に
お
け
る
批
判
的
精
神
の
一
考
察
』（
四
九
年
）
な
ど
多
数
の

論
考
に
み
え
る
、
近
世
仏
教
思
想
を
世
界
史
的
な
近
代
思
想
に
あ
て
は
め

る
方
法
論
を
、
悪
し
き
近
代
化
論
と
の
み
断
じ
て
は
な
ら
な
い
。
フ
ラ
ン

ス
人
東
洋
学
者
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
の
影
響
の
も
と
、
西
洋
的
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
だ
け
で
捉
え
き
れ
ぬ
人
間
観
を
内
包
す
る
東
洋
思
想
を
組
み
込

み
、
思
想
類
型
を
抽
出
し
た
中
村
の
営
為
を
、
敗
戦
後
日
本
に
理
想
を
示

し
た
も
の
と
し
て
、
ま
た
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
中
で
も
再
評
価
す

べ
き
で
あ
る
。
西
村
は
そ
う
主
張
し
て
や
ま
な
い
。

　

⑦
菊
地
大
樹
「
笠
原
一
男
―
戦
後
歴
史
学
と
総
合
的
宗
教
史
叙
述
の
は

ざ
ま
」。
圭
室
諦
成
同
様
に
平
泉
澄
を
避
け
辻
善
之
助
に
私
淑
し
『
真
宗

教
団
開
展
史
』（
四
二
年
）
で
デ
ビ
ュ
ー
し
て
以
来
、
戦
後
も
東
大
で
中

世
仏
教
を
基
軸
に
日
本
宗
教
史
学
界
を
リ
ー
ド
し
た
笠
原
。
一
向
一
揆
か

ら
女
性
と
仏
教
、
そ
し
て
新
宗
教
に
も
お
よ
ぶ
幅
広
い
研
究
が
い
か
に
精

力
的
に
、
日
本
宗
教
史
研
究
会
な
ど
を
組
織
し
多
く
の
研
究
者
を
束
ね
つ
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⑪
繁
田
真
爾
「
吉
田
久
一
―
近
代
仏
教
史
研
究
の
開
拓
と
方
法
」。
近

代
仏
教
史
の
開
拓
者
の
一
人
・
吉
田
は
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動
、
沖
縄
戦
従

軍
の
経
験
を
へ
て
、
戦
後
一
〇
数
年
ほ
ど
の
貧
乏
生
活
の
な
か
で
近
代
仏

教
史
の
実
証
的
研
究
に
没
頭
、
そ
れ
が
記
念
碑
的
作
品
の
『
日
本
近
代
仏

教
史
研
究
』（
五
九
年
）、『
日
本
近
代
仏
教
社
会
史
研
究
』（
六
四
年
）
と

し
て
結
実
す
る
。
研
究
史
上
は
前
者
が
重
視
さ
れ
る
が
、
中
心
課
題
は
後

者
、
つ
ま
り
資
本
主
義
と
「
慈
善
」
の
段
階
的
発
展
史
で
あ
っ
た
。
だ

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
仏
教
の
社
会
的
実
践
＝
新
仏
教
運
動
と
、
信
仰
・

内
面
の
重
視
＝
精
神
主
義
と
を
対
置
し
前
者
を
重
視
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
同
書
の
補
論
で
描
い
た
、
無
我
愛
運
動
へ
踏
み
込
む
も
そ

こ
を
去
っ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
者
・
河
上
肇
の
姿
、
つ
ま
り
社
会
と

内
面
と
の
激
し
い
葛
藤
に
こ
そ
、
吉
田
の
追
究
し
よ
う
と
し
た
問
題
が
あ

っ
た
の
だ
と
、
繁
田
は
鋭
く
喝
破
す
る
。

　

⑫
前
川
健
一
「
石
田
瑞
麿
―
日
本
仏
教
研
究
に
お
け
る
戒
律
へ
の
視

角
」。
精
神
性
な
い
し
在
家
の
信
仰
重
視
の
日
本
仏
教
こ
そ
が
大
乗
仏
教

の
真
の
姿
と
み
る
日
本
仏
教
学
の
基
本
姿
勢
は
戦
後
も
続
き
、
戒
律
へ
関

心
を
寄
せ
る
研
究
者
は
今
も
少
な
い
。
だ
が
黒
田
俊
雄
の
顕
密
体
制
論
以

後
よ
う
や
く
注
目
が
な
さ
れ
、
出
家
者
へ
の
律
と
在
家
含
む
信
者
全
体
の

修
行
目
標
た
る
戒
と
を
混
同
し
て
き
た
弊
も
見
え
て
き
た
、
と
前
川
は
指

摘
す
る
。
石
田
は
真
宗
寺
院
出
身
だ
が
在
家
で
通
し
、
浄
土
教
や
親
鸞
も

論
じ
た
仏
教
学
者
で
あ
り
、
同
時
に
戒
律
研
究
も
リ
ー
ド
し
た
（
従
っ
て

こ
の
弊
も
体
現
す
る
）
数
少
な
い
専
門
家
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
混
乱
と
は

関
わ
り
な
く
、
中
村
元
ら
に
導
か
れ
日
本
の
社
会
福
祉
事
業
の
跡
づ
け
を

志
し
た
と
い
う
石
田
は
、
出
家
・
在
家
の
区
別
否
定
に
仏
教
の
究
極
を
み

る
視
座
を
堅
持
し
、
行
基
を
起
点
に
『
日
本
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
研

お
い
て
他
に
な
い
。
敗
戦
後
す
ぐ
長
期
の
療
養
生
活
を
送
っ
た
後
、
論
文

「
近
代
仏
教
の
思
想
史
的
系
譜
」（
五
一
年
）
で
、
柏
原
は
自
律
的
信
仰
の

確
立
と
い
う
問
題
意
識
を
明
確
に
示
し
、
吉
田
久
一
と
と
も
に
明
治
の
仏

教
史
の
歩
み
を
探
究
し
は
じ
め
る
。
し
か
し
そ
の
考
察
は
、
あ
く
ま
で

「
仏
教
の
本
来
性
」
確
立
あ
っ
て
の
「
仏
教
の
近
代
化
」、
と
い
う
意
識
を

根
幹
に
置
い
た
点
で
、
吉
田
と
一
線
を
画
し
た
と
引
野
は
注
意
深
く
論
じ

る
。
大
谷
派
寺
院
出
身
で
大
谷
大
学
教
授
で
あ
り
な
が
ら
、
親
鸞
や
民
衆

的
信
仰
へ
の
礼
賛
に
終
わ
ら
ず
、
歴
史
的
非
拘
束
性
に
目
を
配
り
「
本
来

性
」
の
模
索
と
挫
折
の
歴
史
を
禁
欲
的
に
叙
述
し
た
点
も
評
価
し
て
い
る

（
④
の
圭
室
の
思
考
法
も
想
起
）。
な
お
引
野
は
冒
頭
の
註
で
、
柏
原
が
な

ぜ
歴
史
学
界
で
知
名
度
が
低
い
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
も
宣
し
て
い

る
が
、
そ
の
点
が
や
や
読
み
取
り
づ
ら
か
っ
た
。

　

⑩
碧
海
寿
広
「
五
来
重
―
仏
教
民
俗
学
と
庶
民
信
仰
の
探
究
」。
学
生

時
代
に
紀
平
正
美
の
日
本
主
義
的
思
想
に
傾
倒
し
、
ま
た
柳
田
国
男
と
決

定
的
な
出
会
い
を
果
た
し
た
五
来
は
、
敗
戦
後
、
僧
侶
や
寺
院
を
と
り
ま

く
人
々
が
身
の
回
り
の
仏
教
の
歴
史
や
意
味
を
省
み
る
よ
う
な
、
新
た
な

実
践
的
な
知
的
探
求
を
構
想
す
る
。
こ
れ
が
彼
の
代
名
詞
で
あ
る
仏
教
民

俗
学
で
あ
る
が
、
碧
海
は
代
表
作
『
高
野
聖
』（
六
五
年
）
に
み
ら
れ
る

庶
民
救
済
と
信
仰
へ
の
注
視
や
、
特
定
の
教
理
や
教
団
組
織
に
よ
り
か
か

っ
た
仏
教
の
（
辻
善
之
助
と
は
ま
た
違
っ
た
）「
堕
落
史
観
」
を
、
五
来

の
研
究
視
座
の
特
質
と
し
て
明
快
に
見
い
だ
し
て
い
る
。「
庶
民
一
筋
の

歴
史
観
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
も
指
摘
し
つ
つ
（
二
四
四
頁
）、
あ
る
学

問
方
法
の
限
界
を
超
え
新
た
な
模
索
を
行
お
う
と
意
識
す
る
と
き
、
五
来

の
示
唆
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
と
述
べ
、
ス
マ
ー
ト
な
論
評
を
閉
じ
て
い

る
。
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思
考
＝
日
本
仏
教
論
を
継
承
し
、
彼
ら
の
後
任
と
し
て
天
台
本
覚
思
想
史

研
究
の
礎
を
築
い
た
田
村
芳
朗
。
本
章
の
前
半
で
は
、
主
著
『
鎌
倉
新
仏

教
思
想
の
研
究
』（
六
五
年
）
な
ど
を
対
象
に
、
本
覚
思
想
研
究
史
に
そ

の
学
説
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
松
本
史
朗
や
末
木
文
美
士
、
そ
し
て
花
野

自
身
の
学
説
と
の
相
違
を
論
じ
る
作
業
が
な
さ
れ
て
お
り
、
本
書
で
は
異

色
の
叙
述
。
後
半
は
、
戦
前
に
お
け
る
日
蓮
像
の
国
家
主
義
的
色
彩
を
払

拭
す
る
こ
と
に
努
め
た
、
田
村
の
立
正
安
国
思
想
研
究
と
そ
の
時
代
的
刻

印
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
だ
が
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
宗
門
大
学
で
往
々
に

し
て
見
ら
れ
る
「
宗
祖
無
謬
論
に
立
脚
し
た
信
仰
的
な
宗
学
」（
三
四
四

頁
）
と
、
田
村
そ
し
て
花
野
自
ら
が
採
る
思
想
史
学
の
方
法
と
の
相
違
に

言
及
し
た
箇
所
だ
ろ
う
。
没
交
渉
と
対
話
困
難
の
苦
い
経
験
を
踏
ま
え
、

各
教
団
に
お
い
て
信
仰
と
学
問
の
独
立
と
い
う
問
題
を
真
剣
に
議
論
す
べ

き
だ
と
論
じ
る
花
野
の
提
起
は
、
教
団
に
限
っ
た
話
で
は
決
し
て
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

⑮
佐
藤
弘
夫
「
黒
田
俊
雄
―
マ
ル
ク
ス
主
義
史
学
に
お
け
る
カ
ミ
の
発

見
」。「
き
ま
じ
め
な
真
宗
門
徒
」
の
家
に
生
ま
れ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
史
学

へ
の
深
い
信
頼
に
基
づ
き
中
世
の
社
会
構
造
を
探
究
し
つ
つ
、
親
鸞
を
終

生
突
き
放
す
こ
と
が
な
か
っ
た
黒
田
。
彼
の
「
顕
密
体
制
論
」
も
ま
た
、

親
鸞
の
価
値
の
再
発
見
を
目
指
し
た
も
の
だ
っ
た
と
佐
藤
は
言
う
。
石
母

田
正
の
領
主
制
理
論
の
枠
内
（
と
家
永
・
服
部
の
影
響
）
で
中
世
的
宗
教

と
し
て
の
親
鸞
を
捉
え
た
五
〇
年
代
前
半
、
支
配
さ
れ
る
人
民
に
と
っ
て

の
中
世
国
家
の
あ
り
よ
う
を
探
る
「
権
門
体
制
論
」
提
唱
の
六
〇
年
代
、

そ
の
国
家
像
を
踏
ま
え
つ
つ
中
世
仏
教
そ
の
も
の
の
内
在
的
分
析
を
行

い
、「
正
統
」「
異
端
」
の
見
取
り
図
を
示
し
た
『
日
本
中
世
の
国
家
と
宗

教
』（
七
五
年
）
と
「
顕
密
体
制
論
」
の
七
〇
年
代
。
戦
後
社
会
の
曲
が

究
』（
六
三
年
）
を
ま
と
め
る
。
前
川
は
同
書
の
内
容
や
反
響
を
丁
寧
に

紹
介
し
つ
つ
、
現
象
面
の
解
明
に
と
ど
ま
り
構
造
的
把
握
に
至
ら
な
か
っ

た
石
田
の
戒
律
研
究
の
未
完
成
を
、
近
代
日
本
の
仏
教
理
解
の
浅
さ
を
象

徴
す
る
も
の
と
手
厳
し
く
評
す
る
。
や
や
論
難
が
過
ぎ
る
か
と
も
感
じ
る

反
面
、
親
鸞
や
真
宗
教
団
へ
関
心
が
集
中
し
す
ぎ
た
戦
後
の
研
究
状
況
へ

の
（
あ
る
い
は
本
書
全
体
の
構
成
へ
の
？
）
切
実
な
批
判
と
し
て
も
読
め

た
。

　

⑬
近
藤
俊
太
郎
「
二
葉
憲
香
―
仏
教
の
立
場
に
立
つ
歴
史
学
」。
戦
前

は
龍
谷
大
学
で
学
び
、
戦
後
は
そ
の
母
校
で
教
鞭
を
と
り
学
長
に
も
な
っ

た
仏
教
史
家
。
古
代
仏
教
思
想
か
ら
現
代
の
神
社
問
題
に
ま
で
及
ぶ
「
二

葉
仏
教
史
学
」
の
根
幹
も
ま
た
、
親
鸞
論
に
あ
る
と
近
藤
は
論
定
す
る
。

敗
戦
を
機
に
戦
時
教
学
や
皇
国
史
観
の
支
配
的
影
響
下
か
ら
の
脱
却
と
研

究
の
本
格
化
を
進
め
た
二
葉
に
と
り
、
仏
教
史
の
把
握
に
は
研
究
主
体
自

身
の
仏
教
理
解
こ
そ
が
決
定
的
で
あ
っ
た
。
二
葉
自
身
は
、
服
部
之
総
の

経
済
構
造
規
定
的
な
宗
教
・
親
鸞
理
解
で
は
な
く
超
歴
史
的
契
機
を
重
視

し
、「
戦
後
歴
史
学
」
の
も
つ
国
家
権
力
と
人
民
の
対
立
構
図
を
受
容
し

て
後
者
に
仏
教
の
本
質
的
把
握
の
伝
統
を
く
み
取
り
、
な
お
か
つ
後
者
が

前
者
を
支
え
る
と
い
う
人
間
観
を
批
判
的
に
探
求
し
た
。
こ
の
一
貫
し
た

方
法
意
識
が
親
鸞
論
に
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、
後
年
の
神
社
問
題
や
家
永
教

科
書
裁
判
へ
の
発
言
・
関
与
も
ま
た
そ
の
強
い
顕
れ
で
あ
っ
た
と
す
る
。

二
葉
の
峻
厳
な
学
的
態
度
が
終
始
強
調
さ
れ
た
感
も
あ
る
が
、
学
術
論
文

に
は
表
れ
な
か
っ
た
二
葉
の
黒
田
俊
雄
批
判
に
ま
で
光
を
当
て
る
な
ど
、

孫
弟
子
で
あ
る
近
藤
な
ら
で
は
の
苦
闘
の
あ
と
が
窺
え
た
。

　

⑭
花
野
充
道
「
田
村
芳
朗
―
思
想
史
学
と
本
覚
思
想
研
究
」。
戦
前
の

東
京
帝
大
印
哲
学
科
で
講
じ
ら
れ
た
島
地
大
等
、
宇
井
伯
寿
の
本
覚
門
的
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う
。
折
々
述
べ
た
よ
う
に
、
あ
る
章
の
主
人
公
が
別
の
章
で
も
言
及
さ
れ

る
こ
と
は
多
く
、
直
接
・
間
接
の
関
係
性
を
探
り
な
が
ら
読
む
楽
し
み
も

あ
る
。

　

個
々
に
は
注
文
を
つ
け
る
余
地
は
ま
だ
大
小
あ
る
が
、
紹
介
文
の
中
で

も
若
干
は
触
れ
た
の
で
控
え
る
。
本
書
全
体
に
関
し
て
一
つ
だ
け
コ
メ
ン

ト
を
付
け
足
し
て
、
蕪
雑
な
評
を
終
え
た
い
。
編
者
曰
く
、「
こ
れ
ら
十

五
人
の
「
先
人
」
た
ち
を
、「
戦
後
歴
史
学
」
と
い
う
言
葉
を
も
っ
て
総

称
し
て
い
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
彼
ら
は
戦
後
の
学
知
の
「
常
識
」
を
作

っ
て
き
た
が
、「
言
語
論
的
転
回
以
後
の
世
界
に
お
い
て
、「
日
本
仏
教
」

の
叙
述
を
構
想
す
る
」
に
は
、
そ
の
常
識
を
疑
う
必
要
が
あ
る
、
と
も
述

べ
る
（
一
〇
頁
）。
た
だ
や
は
り
、
こ
の
「
戦
後
歴
史
学
」
と
い
う
語
は

こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
議
論
さ
れ
て
も
き
た
し
、
あ
る
程
度
志
向
（
な
い
し

思
い
入
れ
）
を
伴
う
限
定
的
な
タ
ー
ム
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
⑦
で
笠
原

は
「
戦
後
歴
史
学
」
と
葛
藤
し
た
、
と
さ
れ
る
）。
あ
え
て
中
村
元
や
古

田
紹
欽
を
「
戦
後
歴
史
学
」
と
括
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
て
み
た

が
、
そ
れ
ら
の
章
で
は
わ
ず
か
な
り
と
も
言
及
が
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
こ

か
ら
超
越
し
た
、
ま
た
別
世
界
の
学
者
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

の
も
確
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
自
体
、
戦
後
の
日
本
仏
教
史
研
究
者

の
幅
の
広
さ
を
窺
い
知
る
う
え
で
重
要
な
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
を
も
含
ん

だ
学
知
の
構
造
全
体
を
問
い
直
す
た
め
に
使
う
言
葉
で
あ
る
な
ら
ば
、
せ

め
て
執
筆
者
間
に
、
そ
の
用
法
に
つ
い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ
て
よ
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
こ
う
問
う
て
も
よ
い
。
な
ぜ
「
戦
後
宗

教
学
」「
戦
後
仏
教
学
」「
戦
後
思
想
史
学
」
で
な
く
「
戦
後
歴
史
学
」
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
、
と
。
こ
の
点
、
も
う
少
し
説
明
が
あ
れ
ば
、

各
章
の
つ
な
が
り
や
ま
と
ま
り
に
つ
い
て
、
よ
り
理
解
が
深
ま
っ
た
よ
う

り
角
を
迎
え
る
七
〇
年
代
に
お
い
て
、
歴
史
の
進
歩
と
い
う
概
念
を
捨
て

新
た
な
探
究
へ
出
た
網
野
善
彦
に
比
し
、
人
間
の
理
性
や
社
会
の
進
化
を

信
じ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
と
「
戦
後
歴
史
学
」
の
再
生
を
志
向
し
た
黒
田

は
、
親
鸞
論
を
深
め
得
ず
逝
っ
た
。

　

以
上
、
駆
け
足
で
一
五
本
の
内
容
に
つ
き
概
要
を
述
べ
て
き
た
。
略
年

譜
を
付
し
た
④
を
は
じ
め
、
各
章
は
一
五
人
の
生
涯
を
丁
寧
に
概
観
し
て

く
れ
て
い
る
。
ま
た
多
く
が
そ
の
主
著
の
分
析
と
、
そ
こ
に
至
る
学
問
的

軌
跡
を
説
得
的
に
追
っ
て
い
て
、
私
の
ご
と
き
浅
学
に
は
教
え
ら
れ
る

こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。
相
当
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で
書
か
れ
た
労
作

や
（
④
⑦
⑨
で
は
関
係
者
の
聞
き
取
り
も
行
っ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い

る
）、
初
の
専
論
と
な
る
で
あ
ろ
う
章
も
含
ま
れ
、
学
術
的
な
意
義
も
小

さ
く
な
い
。

　

ま
た
、
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
や
専
門
的
に
扱
う
時
代
も
異
に
す
る
執
筆
者
一

五
名
の
う
ち
、
①
③
④
⑭
⑮
が
一
九
四
九
〜
五
三
年
生
ま
れ
の
仏
教
史
・

思
想
史
研
究
の
大
家
、
②
⑤
⑥
⑦
⑨
⑫
が
六
八
〜
七
六
年
生
ま
れ
の
中
堅

ど
こ
ろ
、
⑧
⑩
⑪
⑬
が
八
〇
・
八
一
年
生
ま
れ
の
近
代
仏
教
史
研
究
の
グ

ル
ー
プ
、
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
が
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か
ら
一
つ
の

書
籍
の
中
で
挑
ん
で
い
く
、
そ
の
こ
と
自
体
が
ま
ず
称
賛
さ
れ
る
べ
き
こ

と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
八
〇
年
生
ま
れ
の
編
者
が
世
代
を
超
え
て
研
究

者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
力
強
く
築
い
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
の
章
の
順
番
は
、
①
が
も
っ
ぱ
ら
戦
前
を
扱
い
、
⑮
が
最
も
若
い

生
ま
れ
（
一
九
二
六
年
）
な
の
を
除
け
ば
、
活
躍
し
た
時
代
順
も
若
干
は

意
識
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
だ
い
た
い
並
列
的
で
あ
る
。
ど
こ
か
ら
読
ん

で
も
、
誰
と
誰
を
合
わ
せ
読
ん
で
も
構
わ
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
ろ



『宗教研究』91巻３輯（2017年）

（628） 108

に
も
思
わ
れ
る
。

私
の
理
解
で
は
、
各
章
が
共
通
の
対
象
と
し
た
の
は
要
す
る
に
「
大
学

内
で
研
究
す
る
者
た
ち
の
日
本
仏
教
研
究
」
の
諸
相
で
あ
っ
て
、
宗
門
系

で
あ
れ
国
立
大
で
あ
れ
、
編
者
・
執
筆
者
（
そ
し
て
私
）
も
そ
の
点
で
は

一
緒
で
あ
る
。
ま
た
編
者
の
い
う
ご
と
く
、
歴
史
認
識
の
形
成
は
ア
カ
デ

ミ
シ
ャ
ン
以
外
に
も
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
の
な
ら
、
大
学
外
の
人
物
を

と
り
あ
げ
る
こ
と
、
そ
れ
が
難
し
く
て
も
大
学
の
外
と
の
対
話
を
い
か
に

実
践
し
た
か
（
し
な
か
っ
た
か
）
へ
の
言
及
も
、
今
後
の
課
題
と
し
て

常
々
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
（
⑬
な
ど
は
そ
の
点
で
貴

重
）。
親
鸞
論
な
ど
、
時
代
は
違
う
が
倉
田
百
三
、
そ
し
て
吉
本
隆
明
や

五
木
寛
之
ら
の
名
前
も
想
起
さ
れ
る
の
だ
か
ら
。

実
は
私
も
、
あ
る
研
究
者
に
つ
い
て
本
書
へ
の
寄
稿
を
予
定
し
て
い

た
。
だ
が
こ
れ
ら
の
課
題
を
自
分
な
り
に
咀
嚼
で
き
ず
、
ま
た
十
分
な
覚

悟
を
も
っ
て
そ
の
先
学
と
対
峙
す
る
に
は
あ
ま
り
に
無
知
で
、
己
の
学
問

が
浅
薄
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
、
筆
が
全
く
進
ま
な
か
っ
た
。
編
者
へ
お

詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
執
筆
者
諸
氏
の
学
識
を
仰
ぎ
見
つ
つ
、
擱

筆
す
る
。


